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目的　東日本大震災による家屋被害，同居者の死亡・行方不明，失業の状況と被災 2年後の被災者
の精神健康の状態の関連性を明らかにすることを目的とした。

方法　2011年度に，岩手県で震災の被害が最も大きかった大槌町，陸前高田市，山田町，釜石市下
平田地区において健康診断および質問紙調査を実施し，研究参加に同意した者のうち，2011年
度と2013年度の調査の両方に回答が得られた6,699名を分析対象とした。調査項目は，精神健
康として2011年度および2013年度のK 6得点（ 4点以下＝ 0，5点以上＝ 1），年齢，婚姻状況，
仕事の状況，経済的な暮らし向き，治療中の疾患の有無，震災による同居者の死亡・行方不明
の有無，震災による家屋被害の有無，震災による失業の有無を用いた。分析は人口学的特性，
社会経済的特性，被害状況と2013年度の精神健康の 2変量の関連をみるため，年齢については
K 6得点 4点以下， 5点以上の 2群の比較をWelchのｔ検定で行った。それ以外の変数につい
ては，K 6得点との関連をχ2検定で検討した。次に，従属変数を2013年度のK 6得点，説明変
数を年齢，婚姻状況，仕事の状況，経済的な暮らし向き，治療中の疾患の有無，震災による同
居者の死亡・行方不明の有無，震災による家屋被害，震災による失業，2011年度調査時のK 6
得点としたロジスティック回帰分析を行った。以上の分析はすべて男女別に行った。

結果　男性では， 2変量の関連性の検討においては震災による家屋被害や失業といった被害状況は
震災 2年後の精神健康とは関連が認められたが，多変量調整を行った結果，有意な関連性が消
失した。一方で，2013年度の仕事の状況や経済的な暮らし向きは多変量調整後も有意な関連性
が認められた。女性では 2変量の関連性の検討においては震災による家屋被害，失業や同居者
の死亡・行方不明と 2年後の精神健康との関連が認められ，同居者の死亡・行方不明，家屋被
害は多変量調整後も有意な関連性が残存した。また，多変量調整後も仕事の状況や経済的な暮
らし向きは有意な関連性が残り，影響は弱まったものの，家屋被害と同居者の死亡・行方不明
も有意な関連性が認められた。

結論　男性では震災による家屋被害や同居者の死亡・行方不明，失業は震災 2年後の精神健康とは
関連が認められなかったが，現在の社会経済的状況との関連が認められた。一方，女性では震
災による家屋被害や同居者の死亡・行方不明と 2年後の精神健康との関連が認められた。

キーワード　東日本大震災，精神健康，死別，失業，家屋被害

東日本大震災による被害状況が
被災 2年後の精神健康に与える影響の検討

－岩手県沿岸部住民を対象とした追跡調査から－
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Ⅰ　緒　　　言

　2011年 3 月11日に起きた東日本大震災では，
死者・行方不明者あわせて 1万 8千人超，建物
被害は全壊・半壊あわせて40万戸超と甚大な被
害が引き起こされた1）。また，震災前 6カ月間
は岩手県，宮城県，福島県の被災 3県の就業者
数は275万人前後で推移していたが，発災後の
4月から 6月までは約260万人に落ち込み，完
全失業者数については震災前の 6カ月間は15万
人強で推移していたものの，震災後の 5月， 6
月には約19万人まで増加し，就業環境にも大き
な影響があったと考えられている2）。
　他の大規模災害時と同様に，東日本大震災後
も心的外傷後ストレス障害（PTSD）や抑うつ
等の精神健康の問題が起こっていることは報告
されている3）-5）。また，大規模災害後の精神健
康不良には，上述したような災害による被害経
験が影響することが報告されている。2004年の
スマトラ沖地震後にタイ南部で行われた調査で
は，家族の死亡・行方不明がPTSDや抑うつに
影響すること，自身や家族の受傷が不安や抑う
つに影響すること，そして被災により生計を立
てられなくなることがPTSDを発症，不安，抑
うつに影響することが報告されている6）。東日
本大震災では，宮城県の65歳以上の高齢者にお
いて家族との死別を経験した者，家屋の被害が
あった者，自家用車の被害があった者，失業し
た者などで震災前よりも震災 2年後に抑うつ症
状が悪化していた7）という結果が報告されてい
る。
　大規模災害後の心のケアは重要であるが，被
害状況を含めた被災者の状況に応じて必要なケ
アを提供することは，より適切なケアを行う上
で重要であると考えられる。被害状況が精神健
康に与える影響は地域などによって異なる可能
性があるため，様々な地域における研究を蓄積
する必要がある。
　以上を踏まえて，本研究では東日本大震災の
被害の大きかった岩手県沿岸部において，震災
による被害（家屋被害，同居者の死亡・行方不

明，失業等の経済的被害）の状況と被災者の精
神健康の状態の関連性を明らかにすることを目
的とした。

Ⅱ　方　　　法

（ 1）　対象
　2011年度に，岩手県で震災の被害が最も大き
かった大槌町，陸前高田市，山田町，釜石市下
平田地区において健康診断および質問紙調査を
実施し，10,475名が研究参加に同意した。以降
2011年度の同意者を対象に毎年健康診断および
質問紙調査を実施しており，本研究においては
2011年度および2013年度の調査データを使用し
た。
　本研究における分析対象者の選定の流れを図
1に示した。本研究では，2011年度と2013年度
の調査の両方に回答が得られ，必要な変数に欠
損のない6,699名を分析対象とした。

（ 2）　使用した変数
　人口学的特性，社会経済的特性として，2011
年度の年齢，2013年度の婚姻状況，仕事の状況，
経済的な暮らし向きを用いた。精神健康はK 6
日本語版8）を用いて測定し， 4点以下を問題な
し， 5点以上を精神健康の問題が疑われる者と
して分析に用いた。東日本大震災による被害状
況としては，震災による同居者の死亡・行方不
明の有無，家屋被害の有無，失業の有無を尋ね，
分析に使用した。

研究参加同意
N＝10,475

健診受診（2013 年度）
N＝7,079

分析対象
N＝6,699

健診未受診（2013 年度）
N＝3,396

解析に使用する
変数に欠損あり
N＝380

図 1　分析対象者の流れ



―　 ―26

第64巻第 1号「厚生の指標」2017年 1 月

（ 3）　統計解析
　分析はまず人口学的特性，社
会経済的特性，被害状況と2013
年度の精神健康の 2変量の関連
をみるため，年齢については
K 6得点 4点以下， 5点以上の
2群の比較をWelchのｔ検定で
行った。それ以外の変数につい
ては，K 6得点との関連をχ2検
定で検討した。次に，従属変数
を2013年度のK 6得点（ 4点以
下＝ 0， 5点以上＝ 1），説明
変数を年齢，婚姻状況，仕事の
状況，経済的な暮らし向き，治
療中の疾患の有無，震災による
同居者の死亡・行方不明の有無，
震災による家屋被害，震災によ
る失業，2011年度調査時のK 6
得点としたロジスティック回帰
分析を行った。上記の分析はす
べて男女別に行い，有意水準は
両側 5 ％とした。また，分析
はすべてIBM SPSS 22.0を用い
て行った。

（ 4）　倫理的配慮
　2011年度の調査の際に対象
者には，書面および口頭で研
究目的，調査内容，参加する
ことによる利益と不利益等に
ついて説明した。また，調査
への参加は任意であり，参加
しないことによる不利益はな
いこと，任意の時点で同意を
撤回できることを説明した。そ
の上で，調査への参加に同意
した者を研究対象とした。なお，
本研究の実施にあたっては岩
手医科大学倫理審査委員会の
承認を得て実施した（受付番
号H23-69，承認日：2011年 8
月16日）。

表 1　分析対象者の基本属性（男性）
（単位　名，（　）内％）

度数（％）
K 6得点（2013年度）

ｐ値4点以下
（Ｎ＝1,932）

5 点以上
（Ｎ＝564）

年齢（歳）
　平均±標準偏差 64.6±12.5 65.0±12.3 63.3±13.0 0.005
婚姻状況（2013年度）
　未婚 272(10.9) 192(70.6) 80(29.4) 0.002
　既婚 1 956(78.4) 1 547(79.1) 409(20.9)
　離婚 75( 3.0) 55(73.3) 20(26.7)
　死別 193( 7.7) 138(71.5) 55(28.5)
仕事の状況（2013年度）
　仕事をしている 1 234(49.4) 981(79.5) 253(20.5) 0.001
　求職中 45( 1.8) 26(57.8) 19(42.2)
　仕事をしていない 1 217(48.8) 925(76.0) 292(24.0)
暮らし向き（2013年度）
　普通 1 420(56.9) 1 227(86.4) 193(13.6) ＜0.001
　苦しい 1 076(43.1) 705(65.5) 371(34.5)
同居者の死亡・行方不明
　なし 2 224(89.1) 1 734(78.0) 490(22.0) 0.054
　あり 272(10.9) 198(72.8) 74(27.2)
家屋被害
　被害なし 963(38.6) 791(82.1) 172(17.9) ＜0.001
　被害あり 1 533(61.4) 1 141(74.4) 392(25.6)
震災による失業
　失業なし 2 064(82.7) 1 629(78.9) 435(21.1) ＜0.001
　失業あり 432(17.3) 303(70.1) 129(29.9)
疾患の有無
　疾患なし 1 789(71.7) 1 367(76.4) 422(23.6) 0.059
　疾患あり 707(28.3) 565(79.9) 142(20.1)
K 6 得点（2011年度）
　 4点以下 1 607(64.4) 1 444(89.9) 163(10.1) ＜0.001
　 5点以上 889(35.6) 488(54.9) 401(45.1)

表 2　分析対象者の基本属性（女性）
（単位　名，（　）内％）

度数（％）
K 6得点（2013年度）

ｐ値4点以下
（Ｎ＝2,877）

5 点以上
（Ｎ＝1,326）

年齢（歳）
　平均±標準偏差 61.5±13.0 61.8±13.0 60.9±12.9 0.044
婚姻状況（2013年度）
　未婚 240( 5.7) 152(63.3) 88(36.7) 0.065
　既婚 2 921(69.5) 2 023(69.3) 898(30.7)
　離婚 159( 3.8) 98(61.6) 61(38.4)
　死別 883(21.0) 604(68.4) 279(31.6)
仕事の状況（2013年度）
　仕事をしている 1 565(37.2) 1 077(68.8) 488(31.2) 0.838
　求職中 49( 1.2) 32(65.3) 17(34.7)
　仕事をしていない 2 589(61.6) 1 768(68.3) 821(31.7)
暮らし向き（2013年度）
　普通 2 531(60.2) 1 975(78.0) 556(22.0) ＜0.001
　苦しい 1 672(39.8) 902(53.9) 770(46.1)
同居者の死亡・行方不明
　なし 3 760(89.5) 2 616(69.6) 1 144(30.4) ＜0.001
　あり 443(10.5) 261(58.9) 182(41.1)
家屋被害
　被害なし 1 793(42.7) 1 333(74.3) 460(25.7) ＜0.001
　被害あり 2 410(57.3) 1 544(64.1) 866(35.9)
震災による失業
　失業なし 3 377(80.3) 2 359(69.9) 1 018(30.1) ＜0.001
　失業あり 826(19.7) 518(62.7) 308(37.3)
疾患の有無
　疾患なし 2 773(66.0) 1 849(66.7) 924(33.3) 0.001
　疾患あり 1 430(34.0) 1 028(71.9) 402(28.1)
K 6 得点（2011年度）
　 4点以下 2 221(52.8) 1 925(86.7) 296(13.3) ＜0.001
　 5点以上 1 982(47.2) 952(48.0) 1 030(52.0)
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Ⅲ　結　　　果

（ 1）　2013年度のK 6 得点と属性・特性の 2変
量の関連

　分析対象者の属性・特性および属性・特性と
被災 2年後のK 6得点の 2変量の関連を男女別
に表 1，表 2に示した。男性では平均年齢が
64.6歳，2011年度のK 6得点は 4点以下の精神
健康に問題のない者が1,607名（64.4％）， 5点
以上の問題が疑われる者は889名（35.6％）で
あった。2013年度にはK 6得点が 5点以上の精
神健康の問題が疑われる者は564名（22.6％）
と2011年度より減少していた。震災による被害
状況については，震災により同居者が死亡また
は行方不明となった者は272名（10.9％），家屋
被害があった者は1,533名（61.4％），震災によ
り失業した者は432名（17.3％）であった。こ
れらの属性・特性と2013年度の精神健康との 2
変量の関係では，同居者の震災による死亡・行
方不明の有無，疾患の有無以外で有意な関連性
がみられた。
　女性では，平均年齢は61.5歳，2011年度に精
神健康の問題が疑われる者は1,982名（47.2％）
であった。2013年度にはK 6得点が 5点以上の

精神健康の問題が疑われる者は1,326名（31.5
％）と2011年度より減少していた。震災による
被害状況については，震災により同居者が死亡
または行方不明となった者は443名（10.5％），
家屋被害があった者は2,410名（57.3％），震災
により失業した者は826名（19.7％）であった。
これらの属性・特性と2013年度の精神健康との
2変量の関係では，婚姻状況および仕事の状況
以外で有意な関連性がみられた。

（ 2）　2013年度のK 6 得点の関連要因
　ロジスティック回帰分析により多変量調整を
行い，2013年度の精神健康不良の関連要因を検
討した結果を表 3および表 4に示した。男性で
は年齢（オッズ比（以下，OR）＝0.99，95％
信頼区間（以下，95％CI）：0.98-1.00），仕事を
していない（参照カテゴリ（以下，ref）：仕事
をしている，OR＝1.57，95％CI：1.22-2.02），
経済的な暮らし向きが苦しい（ref：普通，OR＝
2.44，95％CI：1.96-3.03），治療中の疾患あり
（ref：疾患なし，OR＝1.39，95％CI：1.07-
1.80），2011年度のK 6得点が 5点以上（ref：
4 点以下，OR＝6.20，95％CI：4.99-7.70）が
2013年度のK 6得点に有意に関連していた。一
方女性では，仕事をしていない（ref：仕事を

表 3　男性における震災 2年後の精神健康不良の関連要因

オッズ比
95％信頼区間

有意確率
下限 上限

年齢 0.99 0.98 1.00 0.034
婚姻状況（ref＝既婚）
　未婚 1.09 0.75 1.58 0.648
　離婚 1.07 0.59 1.92 0.829
　死別 1.29 0.87 1.90 0.208
仕事の状況（ref＝仕事をしている） 0.002
　求職中 0.99 0.50 1.95 0.979
　仕事をしていない 1.57 1.22 2.02 0.000
暮らし向き（ref＝普通）
　苦しい 2.44 1.96 3.03 0.000
疾患の有無（ref＝疾患なし）
　疾患あり 1.39 1.07 1.80 0.014
2011年度K 6 得点（ref＝ 4 点以下）
　 5点以上 6.20 4.99 7.70 0.000
同居者の死亡・行方不明（ref＝なし）
　あり 1.04 0.74 1.46 0.812
家屋被害（ref＝被害なし）
　被害あり 1.15 0.91 1.44 0.237
失業（ref＝失業なし）
　あり 1.10 0.84 1.43 0.501
注　ref：参照カテゴリ

表 4　女性における震災 2年後の精神健康不良の関連要因

オッズ比
95％信頼区間

有意確率
下限 上限

年齢 1.00 0.99 1.00 0.238
婚姻状況（ref＝既婚）
　未婚 1.18 0.86 1.64 0.308
　離婚 1.07 0.73 1.55 0.734
　死別 0.93 0.76 1.13 0.448
仕事の状況（ref＝仕事をしている） 0.101
　求職中 0.81 0.41 1.59 0.539
　仕事をしていない 1.19 1.00 1.42 0.046
暮らし向き（ref＝普通）
　苦しい 2.45 2.10 2.85 0.000
疾患の有無（ref＝疾患なし）
　疾患あり 1.18 0.99 1.40 0.072
2011年度K 6 得点（ref＝ 4 点以下）
　 5点以上 6.19 5.30 7.23 0.000
同居者の死亡・行方不明（ref＝なし）
　あり 1.38 1.09 1.75 0.008
家屋被害（ref＝被害なし）
　被害あり 1.18 1.01 1.38 0.036
失業（ref＝失業なし）
　あり 0.96 0.80 1.15 0.664
注　ref：参照カテゴリ
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している，OR＝1.19，95％CI：1.00-1.42），経
済的な暮らし向きが苦しい（ref：普通，OR＝
2.45，95％CI：2.10-2.85），2011年度のK 6得
点が 5点以上（ref： 4 点以下，OR＝6.19，
95％CI：5.30-7.23），震災による同居者の死
亡・行方不明（ref：なし，OR＝1.38，95％CI：
1.09-1.75），震災による家屋被害（ref：被害
なし，OR＝1.18，95％CI：1.01-1.38）が2013
年度のK 6得点に有意に関連していた。

Ⅳ　考　　　察

　本研究では東日本大震災の被害の大きかった
岩手県沿岸部において，震災による被害（家屋
被害，同居者の死亡・行方不明，失業等の経済
的被害）の状況と被災 2年後の被災者の精神健
康の状態の関連性を明らかにすることを目的と
して分析を行った。男女とも震災のあった2011
年度には精神健康の問題が疑われるものが多く，
その 2年後には問題が疑われる者は減少してい
た。 2年後の精神健康不良の関連要因について
は，男性では震災による家屋被害や同居者の死
亡・行方不明，失業といった被害状況は震災 2
年後の精神健康とは関連が認められなかったが，
現在の社会経済的状況との関連が認められた。
一方女性では，震災による家屋被害や同居者の
死亡・行方不明と 2年後の精神健康との関連が
認められた。
　まず，本研究における対象者の精神健康の状
態は，男性では2011年度のK 6得点が 5点以上
の精神健康の問題が疑われる者は889名
（35.6％）であり，2013年度には精神健康の問
題が疑われる者は564名（22.6％）と2011年度
より減少していた。平成22年国民生活基礎調
査9）の結果では，男性でK 6得点が 5点以上の
者の割合（不詳の者を除く）は26.2％であり，
2011年当時は震災の影響で精神健康の状態が不
良である者が多かったと考えられる。女性にお
いては，2011年度のK 6得点が 5点以上の精神
健康の問題が疑われる者が1,982名（47.2％）
で，2013年度には精神健康の問題が疑われる者
は1,326名（31.5％）と2011年度より減少して

いた。平成22年国民生活基礎調査の結果では，
K 6得点が 5点以上の者の割合（不詳の者を除
く）は31.1％であり，2011年当時は震災の影響
で精神健康の状態が不良である者が多かったと
考えられる。以上のように男女とも2011年度に
は精神健康の問題が疑われる者が全国平均より
も多かったが，2013年度には精神健康の問題が
疑われる者は減少しており，震災の被害から
徐々に立ち直りつつあると考えられた。
　次に震災 2年後の2013年度における精神健康
の関連要因について，男性では 2変量の関連性
の検討においては震災による家屋被害や失業と
いった被害状況は震災 2年後の精神健康とは関
連が認められたが，多変量調整を行った結果，
有意な関連性が消失した。一方で，2013年度の
仕事の状況や経済的な暮らし向きは多変量調整
後も有意な関連性が認められた。この結果はス
マトラ沖地震後の先行研究6）や，東日本大震災
後に高齢者を対象とした先行研究7）とは一致し
ない。本研究では男女別に解析しているため，
結果が異なった可能性がある。また，本研究で
は震災後の2011年度の精神健康を調整変数とし
て多変量解析を行ったため，震災による被害に
よる影響が2011年度の精神健康の状態として反
映されている可能性が考えられる。また，2013
年度の仕事の状況や経済的な暮らし向きは多変
量調整後も有意な関連性が残り，家屋被害や失
業の関連が消失したことから，こうした社会経
済的要因を介して被害状況が精神健康に影響を
与えた可能性が考えられる。こうしたことから，
男性においては被災後の就職支援や経済的支援
が精神健康の改善および悪化の防止に有用であ
る可能性が考えられる。
　一方，女性では 2変量の関連性の検討におい
ては震災による家屋被害，失業や同居者の死
亡・行方不明と 2年後の精神健康との関連が認
められ，同居者の死亡・行方不明，家屋被害は
多変量調整後も有意な関連性が残存した。この
結果は，先述のスマトラ沖地震後の先行研究6）

および東日本大震災前後の高齢者を対象とした
研究7）の結果とおおむね一致する。また，男性
と同様，多変量調整後も2013年度の仕事の状況
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や経済的な暮らし向きは有意な関連性が残り，
家屋被害や失業，同居者の死亡・行方不明の影
響は弱まったが，家屋被害と同居者の死亡・行
方不明に関しては多変量調整後も有意な関連性
が残った。このことから，被害状況が経済的な
暮らし向きや仕事の状況といった要因を介さな
いで精神健康に影響を与える機序が考えられる。
先行研究で指摘されているような被災による
ソーシャルネットワークの減少10）などが考えら
れるが，今後より詳細な検討が必要であると考
えられる。
　最後に，本研究には以下のような限界があり，
結果の解釈には注意を要する。まず，本研究で
は2011年度および2013年度に実施された健康診
査の両方に参加した者のみを対象としているこ
とが挙げられる。健診受診者は健診会場まで自
力で移動できる者が多くを占めるため，本研究
の対象者は被災者一般よりも健康状態が良好な
者の状態が反映されていると考えられる。その
ため，本研究においては精神健康の状態が悪い
者の割合は過小評価されている可能性がある。

Ⅴ　結　　　語

　本研究では東日本大震災の被害の大きかった
岩手県沿岸部において，震災による被害（家屋
被害，同居者の死亡・行方不明，失業等の経済
的被害）の状況と被災 2年後の被災者の精神健
康の状態の関連性を明らかにすることを目的と
した。その結果，男性では震災による家屋被害
や同居者の死亡・行方不明，失業といった被害
状況は震災 2年後の精神健康とは関連が認めら
れなかったが，現在の社会経済的状況との関連
が認められた。一方女性では，震災による家屋
被害や同居者の死亡・行方不明と 2年後の精神
健康との関連が認められた。
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